
 令和７年度第２回吉和地域学校運営協議会 
８月２２日（金）に第２回学校運営協議会が開催されました。小中学校から 1学期の取

組状況、学校評価の中間結果について説明を行い。委員の皆様から、様々なご質問やご意

見をいただきました。また、「吉和で育てたい子供はどんな子供で、そのために地域として

何ができるか」をテーマに熟議も行いました。それらの貴重なご意見を参考に、小中連携

の発展等に努めて参ります。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

【今後の運営協議会の日程】 
第３回：令和７年１１月２１日（金） 

 ＜内容＞学校評価中間評価を受けての今後の運営方針 意見具申内容 等 

第４回：令和８年 ２月 ６日（金） 

 ＜内容＞学校評価最終評価・本年度のまとめ 次年度への方針と委員の選任 等 

吉和地域 
学校運営協議会 コミュニティ・スクールだより 

吉和小・中学校連携教育 令和７年９月１日 
 No.２ 

【委員の皆様からのご意見】 

〇授業が落ち着かない、学力が低いことについて 

小学生の時はどうであったか。 →同じような状況であった。 

保護者は知っているのか。 →知らせているが、十分ではなかったかもしれない。 

保護者への啓発が必要ではないか。 

していいこと、してはいけないことの理由を理解させる必要があるのではないか。 

○吉和の子供は本を読まないのか。 

 →自ら進んで本を手にする生徒は少ない。図書室の開放や本の紹介、学級図書の充実を

図りながら進めていく。 

 本を読む環境が重要になる。本が身近にあるような工夫が必要である。 

○スマホの使用はどうか。 

 なぜ携帯を持ってきてはいけないか生徒に理解させる必要がある。 

 →警察に依頼して防犯教室を開催し、生徒に危険性などを理解させる取組をした。 

【熟議】 

○思いやりのある子供を育てたい。 

○挨拶ができる子供を育てたい。あいさつを多くの子供はしているが、一部の子供はしてい

ない。地域の者が率先してあいさつをすることで子供たちもあいさつしやすくしよう。 

○尾商デパートのキッズスペースを依頼された。学校運営協議会の委員に協力してもらいた

い。子供が参加することで、子供の様子を見に保護者が参加する。学校と保護者のつなが

りを持てる場にしたい。 


